
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

№
18
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乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
（
盗
難
品
目
届
出
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【
本
文
解
読
文
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

端
裏
書
「
桐
生 周

次
郎
」 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候 

一 

酒
井
大
学
頭
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
町 

 
 

百
姓
周
次
郎
奉
申
上
候
、
去
子
九
月
中
、
居
宅
ニ
而 

 

両
度
衣
類
紛
失
い
多
し
候
哉
之
旨
、
御
尋
ニ 

 
 

御
座
候 

 
 
 

此
段
、
去
子
年
中
旬
日
失
念
夕
七
ツ 

 
 
 

明
頃
、
居
宅
表
入
口
戸
明
置
、
裏
之
方 

 
 
 

参
リ
農
業
い
多
し
居
候
節
ニ
座
敷
ニ 

 
 
 

取
出
し
置
候 

 

 
 

一
玉
紬
藍
微
甚

（
塵
）

男
綿
入 

壱
ツ 

 
 
 
 
 

此
代
金
壱
分
位 

 
 
 

一
木
綿
手
形
襦
半 

 
 

壱
ツ 

 
 
 
 
 

此
代
銭
三
百
文
位 

 
 
 

一
木
綿
絞
リ
単
物 

 
 

壱
ツ 

 
 
 
 
 

此
代
銭
六
百
文
位 

 
 
 

一
木
綿
紺
絹
懸
ケ 

 
 

壱
ツ 

 
 
 
 
 

此
代
銭
八
百
文
位 

 
 
 

紛
失
仕
候 

 
 
 

猶
又
同
月
廿
日
昼
九
ツ
時
頃
、
農
業
ゟ 

 
 
 

立
帰
リ
見
候
処
、
居
宅
表
入
口
乄
リ
無
之 

 
 
 

建
寄
置
候
戸
明
有
之
候
ニ
付
、
驚
相
改 

 
 
 

之
處
、
座
敷
ニ
差
置
候 

  
 
 

一
木
綿
仕
立
之
包
男
綿
入 

壱
ツ 

 
 
 
 
 

此
代
金
弐
朱
ト
四
百
文
位 

 
 
 

一
木
綿
紺
白
仕
立
之
包
単
物
壱
ツ 

 
 
 
 
 

此
代
銭
七
百
文
位 

 
 
 

一
紺
縞
多
男
帯 

 
 
 
 

壱
筋 



 
 
 
 
 

此
代
銭
六
百
文
位 

 
 
 
 

右
両
度
紛
失
仕
候 

 
 

右
御
尋
ニ
付
奉
申
上
候
通
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
大
学
頭
領
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
州
山
田
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桐
生
町 

 
 
 

嘉
永
六
丑
年
二
月 

 
 
 

百
姓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
添
与
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
兵
衛 

 

 
 

火
附
盗
賊
御
改 

 
 
 

久
須
美
六
郎
左
衛
門
様
弐
組 

 
 
 
 

横
山
清
右
衛
門
様 

 
 
 
 

中
山
登
右
衛
門
様 

  

本
文
紛
失
之
品
儀
相
分
リ
候
節
、
追
而
後
日 

 

御
役
所
様
ゟ
呼
出
候
之
上
、
御
渡
し
被
下
候
旨
、 

 

難
有
奉
畏
候
、
然
ル
處
農
業
世
話
敷 

 

時
節
柄
ニ
付
、
何
卒
品
出
し
節
者
御
取
抱 

 

奉
願
上
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
兵
衛 

 

【
本
文
読
み
下
し
】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

端
裏
書
「
桐
生 

周
次
郎
」 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

恐
れ
な
が
ら
書
付
を
も
っ
て
申
し
上
げ
奉
り
候 

一 

酒
井
大
学
頭
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
町 

 
 

百
姓
周
次
郎
申
し
上
げ
奉
り
候
、
去
る
子
九
月
中
、
居
宅
に
て 

 

両
度
衣
類
紛
失
い
た
し
候
や
の
旨
、
御
尋
に 

 
 

御
座
候 



 
 
 

こ
の
段
、
去
る
子
年
中
旬
日
失
念
夕
七
つ 

 
 
 

明
け
頃
、
居
宅
表
入
口
戸
明
け
置
き
、
裏
の
方(

へ) 

 
 
 

参
り
農
業
い
た
し
お
り
候
節
に
座
敷
に 

 
 
 

取
り
出
し
置
き
候 

 

 
 

一
玉
紬
藍
微
甚

（
塵
）

男
綿
入 

壱
つ 

 
 
 
 
 

こ
の
代
金
壱
分
位 

 
 
 

一
木
綿
手
形
襦
袢 

 
 

壱
つ 

 
 
 
 
 

こ
の
代
銭
三
百
文
位 

 
 
 

一
木
綿
絞
り
単
物 

 
 

壱
つ 

 
 
 
 
 

こ
の
代
銭
六
百
文
位 

 
 
 

一
木
綿
紺
絹
懸
け 

 
 

壱
つ 

 
 
 
 
 

此(

の)

代
銭
八
百
文
位 

 
 
 

紛
失
仕(

り)

候 

 
 
 

猶
又
同
月
廿
日
昼
九
つ
時
頃
、
農
業
よ
り 

 
 
 

立
帰
り
見
候
と
こ
ろ
、
居
宅
表
入
口
閉
ま
り
こ
れ
な
き 

 
 
 

建
て
寄
せ
置
き
候
戸
明
こ
れ
あ
り
候
に
つ
き
、
驚
き
あ
い
改
め 

 
 
 

の
と
こ
ろ
、
座
敷
に
差
し
置
き
候 

  
 
 

一
木
綿
仕
立
の
包
、
男
綿
入 

壱
つ 

 
 
 
 
 

こ
の
代
金
弐
朱
と
四
百
文
位 

 
 
 

一
木
綿
紺
白
仕
立
の
包
、
単
物
壱
つ 

 
 
 
 
 

こ
の
代
銭
七
百
文
位 

 
 
 

一
紺
縞
多(

い)

男
帯 

 
 
 
 

壱
筋 

 
 
 
 
 

こ
の
代
銭
六
百
文
位 

 
 
 
 

右
両
度
紛
失
仕
り
候 

 
 

右
御
尋
に
つ
き
申
し
上
げ
奉
り
候
通
り
、
相
違
な
く
御
座
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
大
学
頭
領
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
州
山
田
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桐
生
町 

 
 
 

嘉
永
六
丑
年
二
月 

 
 
 

百
姓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
次
郎 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
添
与
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
兵
衛 

 

 
 

火
附
盗
賊
御
改 

 
 
 

久
須
美
六
郎
左
衛
門
様
弐
組 

 
 
 
 

横
山
清
右
衛
門
様 

 
 
 
 

中
山
登
右
衛
門
様 

  

本
文
紛
失
の
品
の
儀
あ
い
分
り
候
節
、
追
っ
て
後
日 

 

御
役
所
様
よ
り
呼
び
出
し
候
の
上
、
御
渡
し
下
さ
れ
候
旨
、 

 

有
難
く
畏
み
奉
り
候
、
し
か
る
と
こ
ろ
農
業
せ
わ
し
き 

 

時
節
柄
に
つ
き
、
何
卒
品
出
し
節
は
御
取
り
抱
え 

 

願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
兵
衛 

  

【
解
説
】 

 

ま
ず
、
文
中
の
人
物
か
ら
調
べ
ま
す
。
文
章
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
挑
戦
し
て

み
る
の
も
古
文
書
学
習
に
は
他
に
な
い
「
調
べ
る
」
「
知
る
」
と
い
う
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、(

江
戸)

幕
府
関
係
の
武
士
た
ち
で
し
た
ら
、
定
番
に
な
り
ま
す
が
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

か
ら
入
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
近
年
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
駆
使
し
て
様
々
な
事

典
・
辞
典
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
寛
政
以
後 

旗
本
家
百
科
事
典
』(

東
洋
書
林)

・『
江
戸
幕
臣
人
名
辞
典
』(

新
人
物
往
来
社)

な
ど
良
く
調
べ
て
あ
り
ま
す
。 

 

文
中
の
時
刻
の
〇
〇
明
け
は
、
〇
〇
過
ぎ
と
読
む
よ
う
に
す
る
と
自
然
と
文
意
が
伝
わ
り

ま
す
。
ま
た
、「
何
々
い
た
し
」
と
急
に
漢
字
に
よ
る
表
現
が
出
て
き
ま
す
が
、
旧
仮
名
遣
い

を
当
時
の
人
は
寺
子
屋
で
学
習
し
て
い
た
の
で
【
多
】
と
【
堂
】
は
す
ぐ
に
読
め
た
の
で
す
。

明
治
に
入
り
、
西
洋
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
の
富
国
の
政
策
に
文
字
の
統
一
と
普
及
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

古
文
書
学
習
は
、
現
時
点
で
苦
戦
し
て
も
、
将
来
的
に
、「
あ
っ
、
あ
の
文
字
だ
」
と
分
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
時
間
を
置
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い



き
ま
し
ょ
う
。 

 
【
用
語
解
説
】 

＊
両
度(
り
ょ
う
ど)

…

ふ
た
た
び
と
い
う
意
味
。
ほ
か
に
対(

つ
い)

と
か
並
べ
る
、
合
わ
せ
て

や
両
に
は
貨
幣
の
単
位
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
た
び
た
び
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
ま
し
た
。 

＊
失
念(

し
つ
ね
ん)

…
わ
す
れ
る
。 

＊
玉
紬(

た
ま
つ
む
ぎ)

…
紬
は
く
ず
ま
ゆ
や
真
綿
を
つ
む
い
だ
太
糸
で
織
っ
た
絹
織
物
。
玉

に
は
美
し
い
、
高
価
な
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
玉
は
通
常
、
ギ
ョ
ク
と
発
音
さ
れ
ギ
ョ
ク

何
々
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
玉
子
、
玉
手
箱
と
い
う
訓
読
み
と
な
り
ま
す
。 

＊
絞
り
単
物(

し
ぼ
り
た
ん
も
の
・
ひ
と
え
も
の)…

絞
り
に
は
、
も
え
ぎ
色
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。
萌
黄
・
萌
葱
と
も
。
反
物
と
も
書
き
ま
す
が
、
一
反
の
織
物
を
表
し
成
人
男
子
の
衣
類
が

作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ひ
と
え
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。 

引
用
は
『
古
文
書
用
語
辞
典
』(

柏
書
房)

ほ
か 


